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UNLEASH YOUR POTENTIAL
あなたの可能性を解き放とう！

Genie Race 5は、最高レベルのパフォーマンスと同時に、

人間工学によってデザインされた優れた快適性を誇ります。

これは風洞実験施設「GINラボ」での集中的な開発と、

プロトタイプによる世界中でのレース参戦がもたらした結果です。

ジェニーレース 5

Genie Race 5は、
定評のあるGenie Race 4の
ジオメトリを進化させています。

デュアルジップシステムによりコクーン
の開閉は簡単。一般的なポッドハーネ
スのように、コックピットに計器を装
着するので操作性を損ないません。

美しいハーネス形状実現に大きく
貢献するNeo-Koroydプロテクター
が標準装備です。

サイズ

身長（cm）

重量（kg） 

レスキューコンテナ容量 (㎤)

レスキューブライダル長 (㎜)

認証

XS

～160

6.9

9800

1220

EN/LTF/CE

S

160-175

7.2

9800

1220

EN/LTF/CE

M

170-185

7.5

9800

1220

EN/LTF/CE

L

180～

7.9

11000

1220

EN/LTF/CE

■2レスキューコンテナ（両サイド）
■9cmネオコロイドプロテクター
■ポーチ付き30Lバックポケット
■ハイドレーションシステムと無線機の効率的な経路
■ベストの2つのポケット
■3Lのシート下ポケット
■1Lのフライトデッキポケット
■9Lのバラストコンテナ
■3段非対称スピードバー
■コクーンの長さを調整する2.5、5、7.5cmの取り外し可能なフットパッド

TECHNOLOGY
テクノロジー
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OGI IMPRESSION
――――― オギーインプレッション ――――― 

　斬新なアイデアが
　盛りだくさん

　2023年のコンペティション
シーンで話題のコンペハーネス
「Genie Race 5」が、シーズ
ンを締めくくるワールドカップ
スーパーファイナルに合わせて
リリースされました！ Mサイズ
で早速フライトしてみました。
　飛んでいる姿は大柄に見え
ますが、パッキングボリューム
は意 外と小さく、重 量も
Genie Race 4より1.2kgも軽
量化され7.5kgです。サイズは
XS、S、M、Lの 4サイズで、
170㎝の私がMのミニマム
で乗れるので、今までGIN 
GLIDERSのポットハーネスに
乗っていた方は、同様のサイズ
感でチョイスできるでしょう。
構造は、ハーネス本体とフット
プレート、背中の収納スペース
という内部構造の上に、袖に
両手を通してコクーン（アウタ
ーシェル）を着るようなイメー
ジです。バラストバックはショ
ルダーベルトのアタッチメント
にぶら下げ、ハーネスの両サイド
にはめ込まれたパネルに4か所
で固定します。
　上半身はウエット
スーツのベストのよ
うな形状で、前面の
ファスナーを2か所
閉じて装着完了。
前モデルと比較し、
バックルの数が減少
しているので、シン
プルで、間違いが起
こりにくくなってい
ます。

　セッティング

　ハーネスセッティングで一番
重要なのは、横から見たハーネ
スのアングルが水平になるよう
にすることです。一人ではでき
ないので、皆さんに協力して頂
き、ブロアーでハーネス全体に
空気を入れながらバランス調
整を行いました。
　サイドコンプレッションで上
半身の角度調整、お尻の位置
を若干前にずらして乗る場合
は、ヒップと腰のサポートでそ
の空間を埋めると良いでしょう。
フットプレートは横長で、3種
類のパッドで足の長さに合わせ
ます。アクセレーターは3段の
テープ式が標準装備で、ポット
の中が広いので探しやすく踏
みやすくなっています。
　足の長さに合わせたフィッテ
ィングはさほど時間はかかリま

せんが、アングルが
大切なハーネスなの
でその調整には時
間をかけたほうがよ
さそうです。

　インフライト
　ポットの先端は大きくボ
リュームがありますが、邪魔に
なることはありません。コック
ピットは工夫されていて、走る
時に計器を圧迫しないように
計器板が前面を向くように
なっています。今回は6リット
ルのバラストを持ちましたが、
ショルダーストラップに直結し
ベストの中に収まるので、助走
時に揺れることもなく安心して
テイクオフができました。無風
でもテイクオフできそうなので、
コンペシーンで「出たくても出
られない」というストレスを感
じることはないでしょう。
　空中に出てポットに足を入
れるのはとても簡単です。その
後、ポット中央部ファスナーの
赤い紐を引っ張ってポットを閉
じます。逆にランディング時に
はポットのファスナーを開くた
めの白い紐を引っ張ります。
ハーネス本体がコクーンの中
でフリーになっているイメージ

なので、体を捻っても
ポット形状に変化がな
いことが驚きです。タ
イトなセンターリング
も容易で、ウイング
オーバー時にもハーネ
スがバタつくことがあ
りません。G e n i e 
Race５の一番の魅力
は、この「自由自在の
ウエイトシフト」にある
と言えるでしょう。
　コックピットも最高
の出来栄えです。離陸
時に邪魔にならず、離
陸直後にポットを踏み
こむと、視認性の良い
角度と距離感で収まり
ます。

　サマリー
　2000年前半にポットハーネ
スがコンペシーンで使われ始
めた時、見た目の仰々しさで
一般フライヤーは敬遠したも
のでしたが、今や7割以上のパ
イロットが利用する人気アイテ
ムになっています。
　今回のGenie Race 5は、そ
の見た目のイメージとは大きく
異なり、とても乗りやすく扱い
やすいハーネスです。前モデル
からのパフォーマンス向上は
明らかで、フリーでクロカン記
録を狙う時などには最適のア
イテムになるでしょう。クロカ
ン用ハーネスとして、私のほし
い物リストに入りました。

自分用のクロカンハーネス
として、ほしい物リストに
追加決定！

製品名

定価

品番

メーカー

付属品

システム

製品名

定価

品番

メーカー

付属品

システム

Genie Race 5 (ジェニーレース5)

467,500円 (税抜価格：425,000円 )

PN-075

GIN

ゲットアップシステム

レスキューハンドルとインナーコンテナ×2（左右）、
レスキューブライダル×2、カラビナ2個、
3ステップスピードバー、インストルメントデッキ、
リムーバルフットパット、9cmネオコロイドプロテクター

コクーンに包まれ
ながら自由自在
なウエイトシフト

ハーネス全体が水平になるように調
整するのが最も重要です。

コックピットも最高の出来映えで、
見やすく、テイクオフの邪魔にも
ならない。

コンペだけでなく、クロスカントリー
フライトの必須アイテムになるで
しょう。

ウエットスーツのベスト
を着るようなイメージ。
バラストバックはショル
ダーベルトに直結する。
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